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第１２う回文化財めぐり～西吉田･金井地区の文化財をめぐる～
聖 塾

○大崎公民館～光伯地蔵・夜泣き地蔵～吉田神社～西吉田1号墳～吉田陣屋跡～－貫東1号墳～大崎神社

～根の山古墳～福力荒神社～○大崎公民館（参加者１０名）

令和５年３月１８日（土）の朝は小雨が降っていましたが、開始時間になると天気も回復し、津山市内西

吉田・金井地区を中心にめぐりました。今回のコースには３箇所小高い場所があり、１箇所目は吉田神社

と西吉田１号墳の所で、西吉田１号墳は住宅団地造成の際に保存された円墳で、墓地の中にあって少しわ

かりにくいですが、よく見ると不自然な高まりで、盛土の古墳であることに気づきます。２箇所目は一員

東１号墳で、これも中核工業団地造成の際に保存され

た全長30ｍの前方後円墳です。墳丘にはキツネなど

小動物の巣穴がたくさんあり、盛土であることがわか

ります。３箇所目は根の山古墳で、最後だったので皆

さんかなり疲れて足が重たいようでした。この古墳は

帆立貝の形をしたもののようで、鏡などがかつて出土

していて、墓地の中に小規模な円墳数基と一緒にあり

ました。これら古墳は、いずれも見晴らしの良い丘陵

上にあり、現在も付近が墓地になっている所が多いよ

うです。そのほか大崎神社、旧正月には大祭で賑わう

福力荒神社などをめぐり、約５km程の行程を無事に終

了しました。

Ｌ工
文化財めぐり風景（夜泣き地蔵）

r‐

Ｌ

第１２８回文化財めぐＤ～楢地区の文化財をめぐる～
Ｌ

○成名公民館～楢船着場跡の常夜灯～大日如来・道標～茶屋林道標～甲田池窯跡～五反田古墳群（消滅）

～十寸鏡神社～稲荷大明神～○成名公民館（参加者７名）

』

令和５年５月１３日（土）は午後から雨という予報でしたが、なんとか傘を使用せずに津山市楢地区の文

化財をめぐることができました。

今回は因幡道の一部をめぐるルートで、最初の楢船着場跡は加茂川にあった高瀬舟の船着場で、当時の

高灯篭型の常夜灯が残っていて、市指定の史跡です。そ

こから東に進み峠にあるのが、茶屋林道標で宝暦４

（1754）年に分かれ道に建てられたものです。現在は

この因幡道に平行して国道53号線が通っているので、

因幡道を通る車は少ないようです。そのほか周辺にある

甲田池窯跡（須恵器の窯跡で詳細は不明）、五反田古墳

群（６世紀前半頃の円墳で調査後消滅）のあたりを通

り、十寸鏡（ますかがみ）神社は本殿が棟持柱のある市

内でもめずらしい神明造です。最後に稲荷大明神を見学

して、約５km程の行程を無事に終了しました。

２

文化財めぐり風景（楢船着場跡の常夜灯）

一、

ノ

一、

ノ
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島

は
じ
め
に

永
礼
孝
二
（
１
９
０
１
～
１
９
７
５
、
写
真
①
）

は
、
津
山
市
出
雲
身
の
版
画
家
で
、
こ
れ
ま
で
平
成

Ⅳ
（
２
０
０
５
）
年
に
『
没
後
三
十
周
年
記
念
永

礼
孝
二
展
』
、
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
に
『
永
礼

孝
二
・
日
下
賢
二
の
木
版
画
展
』
な
ど
を
当
館
に

て
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
版
木
に
つ
い

て
も
一
部
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
館
に
も
数

点
し
か
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

令
和
４
年
度
に
版
木
な
ど
１
４
７
点
に
の
ぼ
る

資
料
の
寄
贈
が
あ
り
、
今
回
そ
の
中
の
版
木
か
ら

版
画
の
制
作
過
程
の
一
端
に
つ
い
て
、
少
し
で
も

紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

永
礼
は
、
明
治
斜
（
１
９
０
１
）
年
、
苫
田
郡

東
苫
田
村
（
現
津
山
市
志
戸
部
）
の
生
ま
れ
で
、

大
正
８
（
１
９
１
９
）
年
に
上
京
し
、
岡
田
三
郎

助
の
本
郷
洋
画
研
究
所
で
学
び
、
洋
画
を
最
初
は

永
礼
孝
二
の
木
版
画
Ｉ
版
木
か
ら
み
た
制
作
過
程
Ｉ

:喫弧旦鵠唾／

事

小

、

郷

利

幸

詞

写真①永礼孝二（個人蔵、
写真提供：勝央美術文学館）

志
し
ま
す
が
、
そ
の
後
彫
刻
家
石
井
鶴
三
に
指
導

を
受
け
版
画
の
世
界
に
は
い
り
ま
す
。
昭
和
７
（
１

９
３
２
）
年
日
本
版
画
協
会
の
第
２
回
日
本
版
画

協
会
展
に
初
出
品
、
そ
の
後
も
ほ
ぼ
毎
年
出
品
を

続
け
、
昭
和
別
（
１
９
４
５
）
年
に
津
山
に
疎
開

し
た
後
も
、
地
元
で
作
品
を
制
作
し
続
け
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
刀
（
１
９
５
２
）
年
に
は
棟
方
志
功

ら
が
設
立
し
た
日
本
板
画
院
の
第
１
回
展
に
も
出

品
す
る
な
ど
、
昭
和
別
（
１
９
７
５
）
年
に
亡
く

な
る
ま
で
作
品
を
制
作
し
、
昭
和
州
（
１
９
７
３
）

年
に
は
米
国
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
州
立
美
術
館
日
本
画

部
門
に
「
雪
景
色
」
が
永
久
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
収
蔵
さ
れ
ま
す
。
地
元
の
山
間
部
や
日
本
海
な

ど
の
雪
景
色
や
農
村
風
景
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
版
画
が
特
徴
的
で
す
。
な
お
、
以
前
に
紹
介
し

た
日
下
賢
二
（
１
９
３
６
～
２
０
２
０
）
は
、
永

礼
と
同
郷
の
版
画
家
で
、
永
礼
に
指
導
を
受
け
、

そ
の
後
は
抽
象
的
な
版
画
の
世
界
へ
と
進
み
ま
す

（
註
１
）
。

作
品
紹
介

今
回
、
版
木
を
整
理
し
て
み
て
、
１
枚
の
版
画

で
版
木
の
数
は
最
大
で
５
枚
、
多
く
は
３
枚
な
い

し
４
枚
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
版
木
が
全
部
そ
ろ
っ
て
い
る
も
の
で
、
実
際
の

版
画
と
照
ら
し
合
わ
せ
ら
れ
る
作
品
を
さ
が
す
と

版
画
「
桃
等
」
（
写
真
②
～
⑧
）

昭
和
躯
（
１
９
６
７
）
年
に
制
作
さ
れ
た
版
画
（
写

真
②
）
で
、
永
礼
が
砧
歳
の
時
の
作
品
で
す
。
机

の
上
に
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
が
あ
り
、
そ
の
上
に
桃

が
２
個
は
い
っ
た
透
明
な
器
な
ど
が
置
か
れ
、
そ

の
右
側
に
鯨
の
置
物
（
註
３
）
、
左
側
に
猿
の
置
物

（
註
４
）
や
花
瓶
が
な
ら
べ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
陰
影

も
表
現
さ
れ
、
背
景
も
ふ
す
ま
柄
の
よ
う
な
縦
縞

や
植
物
の
葉
な
ど
を
あ
し
ら
っ
た
絵
柄
で
、
右
下

に
は
「
永
刀
」
の
サ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
版
木
は
３
枚
（
写
真
③
～
⑧
）

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
作
品
名
と
制
作
日
（
昭
和
岨
．

８
．
〃
日
刻
）
、
三
ノ
ー
か
ら
三
ノ
三
な
ど
と
書
か

れ
て
い
て
、
三
ノ
ー
の
裏
が
一
一
一
ノ
三
、
三
ノ
ー
の

裏
は
違
う
「
秋
の
東
浜
風
景
四
ノ
ー
」
と
い
う
作

品
で
す
。
版
木
自
体
の
大
き
さ
は
三
ノ
一
・
三
が

縦
岨
・
５
ｍ
、
横
紹
叩
、
三
ノ
ー
が
縦
釣
・
２
、
横

〃
・
４
ｍ
で
、
三
ノ
ー
一
は
三
ノ
ー
よ
り
は
少
し
縦
が

小
さ
め
で
す
。
実
際
の
作
品
は
縦
師
・
２
叫
横

妬
、
７
ｍ
で
す
。
版
木
と
作
品
は
左
右
反
対
に
な

る
の
で
、
版
木
の
写
真
を
反
転
し
た
も
の
も
合
わ

せ
て
載
せ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
見
て
く
だ

さ
い
。

「
桃
等
」
（
註
２
）
と
い
う
作
品
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

今
回
こ
れ
を
紹
介
し
ま
す
。
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蕊

三
ノ
ー
（
写
真
③
④
）
は
、
全
体
に
あ
る
オ
レ

ン
ジ
の
着
色
部
分
は
、
彫
り
込
ま
れ
た
部
分
で
、

こ
れ
ら
以
外
の
テ
ー
ブ
ル
上
の
黒
や
灰
色
部
分
、

桃
の
器
の
外
側
灰
色
、
桃
の
一
部
と
隙
間
部
分
、

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
の
細
い
縦
縞
の
一
部
、
鯨
の
置

物
の
背
中
や
猿
の
置
物
の
体
や
顔
の
赤
い
部
分
、

花
瓶
の
左
側
、
背
景
中
央
の
縦
縞
、
左
右
の
隙
間

な
ど
が
着
色
部
分
で
す
。
右
下
角
に
「
逆
Ｌ
」
の

紙
を
合
わ
せ
る
際
の
印
が
あ
り
ま
す
。

三
ノ
ー
（
同
⑤
⑥
）
は
、
色
が
付
い
て
い
る
所
で
、

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
、
桃
の
器
、
桃
の
赤
い
部
分
、

花
瓶
の
左
右
、
背
景
の
右
側
の
絵
柄
全
般
と
葉
の

よ
う
な
も
の
、
左
の
植
物
の
葉
な
ど
で
す
。
右
下

角
に
「
逆
Ｌ
」
、
左
下
角
に
は
対
応
す
る
「
一
」
印

が
あ
り
ま
す
。

三
ノ
三
（
同
⑦
⑧
）
も
色
が
付
い
て
い
る
所
で
、

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
の
緑
色
ス
ト
ラ
イ
プ
模
様
、
桃

の
器
、
桃
の
黄
色
、
鯨
の
置
物
の
一
部
、
花
瓶
の

全
般
、
背
景
の
中
央
や
左
側
全
般
な
ど
で
す
。
右

下
角
と
左
下
角
に
同
様
な
印
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
版
木
３
枚
を
よ
く
見
る
と
、
例
え
ば
鯨
の

置
物
と
後
ろ
の
背
景
の
関
係
で
言
え
ば
、
三
ノ
ー

の
黄
色
い
鯨
の
潮
吹
き
部
分
は
、
切
り
合
い
関
係

か
ら
最
後
の
よ
う
で
、
桃
と
器
の
隙
間
の
黒
い
部

分
や
花
瓶
の
口
部
分
も
同
様
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
こ
の
版
画
は
三
ノ
ー
が
最
後
で
、
基
本
は

三
ノ
三
か
ら
三
ノ
ー
の
順
番
に
刷
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
版
木
に
は
版
画
に

あ
る
サ
イ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
（
版
木
の
中
に
は
サ

イ
ン
も
一
緒
に
彫
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
）

お
わ
り
に

今
回
の
版
木
の
整
理
か
ら
、
版
木
は
最
大
で
５

枚
、
多
く
は
３
．
４
枚
で
制
作
さ
れ
、
さ
ら
に
１

枚
の
板
の
裏
表
を
有
効
に
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
場
合
は
三
ノ
ー
か
ら
で
は
な
く
、

三
ノ
ー
一
一
か
ら
順
番
に
刷
っ
て
い
る
事
も
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
類
例
が
、
本
館
所
蔵

版
画
・
版
木
の
「
小
諸
城
跡
」
（
写
真
⑨
～
⑬
）
で

も
確
認
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
妬
（
１
９
７
０
）

年
の
作
品
で
、
版
木
は
４
枚
あ
り
、
４
１
１
（
写

真
⑩
）
と
４
１
２
（
写
真
⑪
）
、
４
１
３
（
写
真
⑫
）

と
４
１
４
（
写
真
⑬
）
が
表
裏
で
す
。
版
画
（
写
真
⑨
）

は
小
諸
城
跡
（
長
野
県
小
諸
市
）
の
石
垣
や
木
々

の
背
景
に
噴
煙
が
立
ち
上
る
山
（
浅
間
山
）
が
あ
り
、

左
下
に
「
永
刀
」
の
サ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
４
枚
の
版
木
を
よ
く
見
る
と
、
４
１
４

の
背
景
の
山
な
ど
が
最
初
に
、
４
１
１
の
石
垣
や

木
な
ど
の
輪
郭
が
最
後
に
刷
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
４
枚
の
版
木
右
下
角
と
左
下
角
に
、

同
様
な
紙
を
合
わ
せ
る
印
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
三
ノ
ー
一
一
（
４
１
４
）
か
ら
三
ノ
ー
（
４

１
１
）
の
順
番
に
刷
る
作
業
は
、
あ
る
程
度
普
遍

的
な
制
作
工
程
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

い
ず
れ
に
し
て
も
実
際
の
作
業
を
見
れ
ば
、
版
木

を
複
数
枚
制
作
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
３
．
４

回
刷
り
合
わ
せ
て
細
か
な
色
彩
を
表
現
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
か
な
り
高
度
の
技
術
が
必
要
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

の
で
、
サ
イ
ン
は
別
刷
り
の
よ
う
で
す
。

今
回
紹
介
で
き
た
の
は
、
い
た
だ
い
た
資
料
の

一
部
の
み
で
す
。
今
後
も
新
た
な
こ
と
が
わ
か
れ

ば
、
紹
介
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
資
料
の
整
理
は
本
館
の
小
林
泰
子
が
お

こ
な
い
、
資
料
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
文

献
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
写
真
①
②
（
個
人
蔵
）
及
び
③
か
ら
⑬

（
当
館
蔵
）
の
使
用
に
際
し
て
は
、
著
作
権
者
（
ご

遺
族
）
の
承
諾
の
元
、
①
②
に
つ
い
て
は
、
勝
央

美
術
文
学
館
か
ら
写
真
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
ま

し
た
。

註（
１
）
小
郷
利
幸
２
０
２
１
「
日
下
賢
二
の
木
版
画
旨
津

博
恥
１
１
０
」
津
山
郷
士
博
物
館

４

写真②桃等（個人蔵、写真提供：勝央美術文学館）

６

鴎
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写真⑧版木三ノ三（反転）
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令和5年８月５日（士)～９月１８日（月）

津山郷土博物館3階展示室の一部亀ﾉ却山輝封蛎極
？…再t画輔一一

ち ようむき

津山郷土iリ物館ミニ企画展

彫無季彫書とその世界

し

「

７

彫書隔ﾖ風」

一
】

再
】

画
一
『
一

ﾛ||ロ 一

令和５年８月５日（土）～９月１８日（月）

まで、「彫無季一彫書とその世界一」展を開催

しています。彫無季は津山市出身で彫刻と害を

融合した、彫書を提唱した人で、彼の彫害や害

など25点あまりを展示しています。没後30年

経っても色あせない、古典的で前衛的でもある

独特な作品をご堪能ください。

■

瀞

武鐸
画報

■裸

戯
一
脚

戯
一
脚

一
二
面

ｒ
菱
会
氏

一
二
面

ｒ
菱
会
氏

ノ

§

－、

書「龍虎」

〆

令和５年９月２３日（土）～１０月２９日（日）まで、「歴史学者山本博文先生の仕事」展を開催しま

す。津山市出身で、東京大学大学院教授、同大学史料編蕊所教授であった山本博文先生が、令和２年３

月に63歳でご急逝されました。日本近世史を専門として、歴史は史料によって作られ、それを解釈する

のが歴史家という信念の元、多くの史料を丹念に読み、それらに解釈を加えられ、その成果を多くの書

物などを通して語られ、歴史学の普及はもちろん、歴史の面白さについてわれわれにわかりやすく語り

かけてこられたと思います。

このたび先生のお人柄を偲び、その業績についてご紹介する企画展を開催いたします。

ノＬ
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仏
詔

』 」

令和５年度津山郷土博物館特別展

ｄｂは､津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっていますｂ

■

Ｑ

'一一β園一癖
■

厚み到

引

はいにしえの世から美作の中心として栄え、その時々Iこよづて風景は変化して

本展覧会では、概ね大正時代から昭和40年代の写真を展示瞥嬉、移り変わり

津山市街は
‐Ｌ

きました。Ｚｋ
情の中心とj■

正時代から

１

Ｐ学

期：令和5年１１月４日(土)～１２月１７日(日）記念講演会

、

芽畠 中学生以下･障害者手帳を提示された方は入館料が無料です[印刷］

トＬＸ _忌伽リ」‐雫『愚
行く津山の姿をご紹介します。
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〒708-0022岡山県津山市山下９２

Tel(0868)22-4567

Fax(0868)23-9874

E-mailtsu-haku＠tvt､nejp

〈
室
《
室 津山郷土博物館３階展示室 演題:近代津山の産業場：

一可

､．休館
日時:令和５年12月９日(土)１３:３０～１５:００

会場:津山圏域雇用労働センター

講師:岡山地方史研究会会員日下隆春氏

定員:８０名(申込不要）

毎週月曜皇日､祝日の翌日､その他

わる津山｣､｢川の情景l､｢津山の橋｣、

-マ別に写真約70点を展示します。

繍 鎮

§△ゴ型gwFゅ＝

｢移り変

[編集･発行］津山郷土博物館

、Ｕ

言のテーマ別に写真

qヨ

ー．Ｆ

嗣
匹
酉
』

､

博物館だより｢つはく」
Ｎｏ．1１７令和５年８月３１日

』 ､ ク

入館のご案内

[開館時間］午前9:ＯＯ～午後５:ＯＯ
[休館日］毎週月曜日・祝日の翌日

年末年始(１２月２９日～１月３日）・その他

[入館料]一般…300円
（30人以上の団体の場合240円）
高校･大学生…200円
（30人以上の団体の場合１６０円）
６５歳以上…２００円
（30人以上の団体の場合１６０円）


